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本誌掲載の化学品は試験・研究用にのみ使用するものです。化学知識のある専門家以外
の方のご使用はお避けください。品目や製品情報等、掲載内容の変更を予告なく行う場合
があります。内容の一部または全部の無断転載・複製はご遠慮ください。
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利用例

anti-1,2,2,3,4,4-Hexamethylphosphetane 1-Oxide 　　1g / 5g [H1766]関連製品

イソシアナートの変換反応に有用な
ホスホレンオキシド有機触媒

特長

• MPPOとして知られる有機触媒
• カルボジイミド形成やWittig反応などの 
 触媒として有用
• 大量供給可能
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H1766はC-NクロスカップリングやN-N結合形成などの様々な反応を触媒することが報告されています。

3-Methyl-1-phenyl-2-phospholene 1-Oxide
5g 5,900円 / 25g 17,000円 
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• 本品はカルボジイミド合成のための触媒として広く用いられています1)。

• 本品を触媒に用いたアミドの合成が報告されています。ポリアミドの合成にも利用可能です2)。

• 本品を用いた触媒的aza-Wittig反応が報告されています3)。

• 本品の還元体は触媒的Wittig反応の触媒として用いられています4)。
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